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自己紹介
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神田 佑亮（かんだ ゆうすけ）

• 1977 広島県 庄原市（東城町）生まれ

• 1999 広島大学工学部 第４類（建設系）卒業

• 2001 広島大学大学院国際協力研究科 修了

• 2001- 株式会社オリエンタルコンサルタンツ
（交通・まちづくり系エンジニア＋経営企画室・新規事業開発担当）

• -2005 政策研究大学院大学 修了

• 2012- 京都大学大学院 工学研究科 都市社会工学専攻 助教（2013- 准教授）

• 2017- 呉工業高等専門学校 環境都市工学分野 教授（現在に至る）

• 2018- 広島大学 防災・減災研究センター 客員研究員（現在に至る）

専門

• 交通計画・土木計画（特に，モビリティ・マネジメント、交通リスク論、災害時交通マネジメント論）

• 条件不利状態の交通問題対策請負人（西日本豪雨・コロナ）

委員会活動・行政のアドバイザー等

• 一般社団法人JCoMaaS 理事

• 日本モビリティ・マネジメント会議実行委員会 幹事長

• 国土交通省道路局 バスタプロジェクト推進検討会 委員

• 国土交通省総合政策局 アフターコロナ時代の地域交通の方向性の研究（GP研究会）

• 国土交通省総合政策局 交通分野におけるデータ連携の高度化に向けた検討会

• 国土交通省総合政策局 アフターコロナに向けた地域交通の「リ・デザイン」有識者検討会

• 国土交通省 交通政策審議会地域公共交通部会 臨時委員 ほか



地域交通に関する動き
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地域交通に関する動き
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地域交通の大変革期
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• 2023.2.10付 国土交通省プレスリリース



地域交通の大変革期
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• 2023.2.10付 国土交通省プレスリリース



地域交通の大変革期

8Kanda-Lab, National Institute of Technology, Kure College

• 2023.2.10付 国土交通省プレスリリース



最近あった，よくありそうなやり取り

• “エリア一括”という話があるので，
再編後の公共交通網と担当する事業者の区分けに
ついてどう考えたら良いか教えて欲しい

• 交通GX・DXがより一層強化される中，
利用者が少ない路線の問題をAIオンデマンド化し，
解決しようと思う

• 「リデザイン」の思想は，路線の再編成ではなく，
地域で交通をどう活かすか，地域の価値をどう高めるか？
インフラとしての交通をどんどん活用するか？という話

• どうも地域交通の話になると，低需要地域の在り方や
採算性の議論にしかならない．
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悪循環の好循環化
• 人口減少ペース以上に、公共交通利用者層が減る

• さらに、地域経済も縮小する

• 新たなマーケットの開拓には，これまでにはない発想と動きが必要

10Kanda-Lab, National Institute of Technology, Kure College

• 利用者減

↓

• サービス水準減

↓

• さらに利用者離れ

↓

• コスト議論の
悪化

• 利用者減

↓

• 目的地の連携

• 人々使い方の多様化

↓

• 新たなマーケットの開拓

↓

• 地域交通の理解者の増

↓

• 利用者の増



交通インフラ

11Kanda-Lab, National Institute of Technology, Kure College



交通インフラ
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• 2019年 中部運輸局「地域交通マネージャー勉強会」とさでん交通発表資料
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• そもそも地域交通は内部補助前提の事業（ビジネス）
• AIオンデマンド交通は，小ロット化＋デジタルコスト増加
により採算はさらに合わなくなる



公共交通事業者の利益構造（コロナ前後）
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営業利益・損失額（合計）
私鉄

• 交通以外の部門はおおむね回復している一方，交通部門は赤字が続いた
• 2020年7月から，運行効率化や不採算事業を整理するとともに，

移動需要の回復に伴って，徐々に赤字額が縮小
• 2021年以降，宣言の再発出によって再び赤字額が悪化
• 2021年10月以降，行動制限の緩和によって回復傾向

バス

…緊急事態宣言の発出期間中
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鉄道の事業モデル
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• 住宅ローン
• 阪急ブレーブス
• 宝塚歌劇団
• 阪急百貨店 etc.



地方部でもできる

• 長井駅（山形県）
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地方部でもできる

• 長井駅（山形県）
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地方部でもできる

• 帯広・大空団地（十勝バス）

20Kanda-Lab, National Institute of Technology, Kure College



地方部でもできる

• 帯広・大空団地（十勝バス）

21Kanda-Lab, National Institute of Technology, Kure College



地方部でもできる

• 帯広・大空団地（十勝バス）

22Kanda-Lab, National Institute of Technology, Kure College



地方部でもできる

• 帯広・大空団地（十勝バス）

23Kanda-Lab, National Institute of Technology, Kure College



地方部でもできる

• 帯広・大空団地（十勝バス）
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共創・
まちづくりの本質

って
何ぞ？
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連携
って
何ぞ？
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頭ではわかるが，
いざやろうと思うと

難しい？
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地域交通の捉え方

• 「交通」は，公共交通だけではない

• 血管と心臓の関係

• 血管：交通

• 心臓：まち・家庭

• 血管だけを考えすぎなのでは？
• しかも、利用者は学生と高齢者

• 移動目的は通学・通院と買い物だけ？
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今，地域交通が大きく変わろうとしている

• 何が，どう変わろうとしているのか？
• 地域交通：

• 路線バスでダメなところや，交通空白地でどう公共交通
サービスを提供するか？

• 市町村から公共交通事業者へ運航を委託

• 交通の問題を，交通で対応

• 路線単位の赤字補填型補助

29Kanda-Lab, National Institute of Technology, Kure College

の発想は，限界

するだけでなく，

民間側も対等の関係(緊張関係)で，
「まちの経済活力・魅力度向上」のために能動的に連携

するのではなく，都市経済の

構造でも考える．

の考え方から，事業改善の

取り組みを中長期な戦略を持って攻める



悪循環の好循環化
• 人口減少ペース以上に、公共交通利用者層が減る

• さらに、地域経済も縮小する

• 新たなマーケットの開拓には，これまでにはない発想と動きが必要

30Kanda-Lab, National Institute of Technology, Kure College

• 利用者減

↓

• サービス水準減

↓

• さらに利用者離れ

↓

• コスト議論の
悪化

• 利用者減

↓

• 目的地の連携

• 人々使い方の多様化

↓

• 新たなマーケットの開拓

↓

• 地域交通の理解者の増

↓

• 利用者の増



将来の人口が示唆すること
• 人口減少ペース以上に、公共交通利用者層が減る

• さらに、地域経済も縮小する
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▼呉市の人口
(212,988人) (161,648人)

• 利用者減

↓

• サービス水準減

↓

• さらに利用者離れ

↓

• コスト議論の
悪化

▲24%

▲29%

▲18%



連携の基盤を
どのように創るか？
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地域交通運営の体制

• 地域交通の体制の類型
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行政

事業者

利用者

▼都市部等の路線 ▼不採算路線

行政

事業者

利用者

▼維持困難な路線

行政

事業者

利用者

利用者の減少・収入減少が進むと，
路線の運営が行政に寄るが，マネジメントが不十分

（ノウハウ・現場実績・専門職の不足等）

補助の議論 低コスト
運営の議論



地域交通運営の体制

• １つの望ましい姿
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▼望ましい姿

行政

事業者群

▼維持困難な路線

行政

事業者

利用者

地域経済
団体・企業等

利用者

まちづくりとしてのPF

サービス提供
価値提供

・移動回数の増加
・「集中」側の強化
・多様な活用
・ビジネスチャンス



地域公共交通＋地域マネジメントのガバナンス

• 地域公共交通会議：
• 地域の公共交通マネジメントの議論・意思決定の場

• ただし，地域をマネージするという面での議論や
経営の面で見るとどうか？

• 企業（組織）経営における６つの資源
• ヒト

• モノ

• カネ

• 情報

• 時間

• 知的財産
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+ PDCA and アジャイル

• 地域交通のマネジメント（経営）の視点で
マネジメントができているか？

• 地域公共交通会議は，
事実上「手続きの場」と化してないか？

• 地域交通の本質的議論は5年で1回で良いか？



会議体とプラットフォーム
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庄原MaaS検討協議会
⇒全体の監修、実証実験・検証の実施

庄原市
地域公共
交通会議

・庄原商工会議所
・備北交通（株）
・庄原観光推進機構（DMO)
・庄原市
・JR西日本
・中国運輸局
・広島県 地域政策局
・呉工業高等専門学校［WG］

・市民代表
・広島県タクシー協会、タクシー事業者
・世界経済フォーラム

第四次産業革命日本センター［WG］
・福祉事業者 ［WG］
・庄原市/福祉・教育部局［WG］
・広島県警庄原警察署

・庄原赤十字病院

・広島県バス協会
・広島電鉄（株）
・県立広島大学

等

国営備北丘陵公園
（国土交通省中国地方整備
局三次河川国道事務所/グ
リーンウインズさとやま）
⇒公園内実証運行の実施

地域公共交通計
画（R3.5）を踏
まえ、密に連携

モビリティプロジェクト関係

関係行政機関等（協力）
・広島県
・国土交通省中国運輸局
・国土交通省中国地方整備局
・経済産業省中国経済産業局
・広島県警
・西日本高速道路 etc.

「人口問題をとことん考える
民間会議」の核

交通以外のテーマ・プロジェ
クトでも，だいたいこのメン
バーが共通で揃う

現地以外の全県・全国機関が
加わる
新たな視点・アイデアなど

活性化

民間も交えた，行政機関との
情報交換体制，政策討議



データの共有の場

• 実証実験の検討会（よくある会議体）
＋

• 任意の研究会 (2021.10- 2/21で17回目)
• 「包括的データ活用による移動・地域活性化研究会」@庄原

• 地域内外の産官学による研究会

• 地域内の産：交通事業者（バス），観光関係，国営公園管理者，スー
パーマーケット，商工団体…

• 地域外の産：交通事業者（鉄道・バス），IT/DX，コンサルタント，
素材産業，自動車メーカー系…

• 研究会の狙い
• 地域のデータを俯瞰しながら解釈

• データに基づく議論から能動的な施策を生成

• 民間にとってはビジネスの場に

37Kanda-Lab, National Institute of Technology, Kure College



包括的データ研究会のアジェンダ
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データに基づく議論から誕生したプロジェクト(の一部)

• 高速バスを活用した客貨混載
• 店舗の人不足，スーパーの商品

拡充のニーズがマッチ
(2021に実証，2022年9月実装)

• 「MaaS ステーション」
• モビリティハブ．交通に関するよろず相談・対応窓口

• 地域キャッシュレス&交通系ICによる移動のセンシング
• 施設訪問ポイントを付与

• 公共交通利用ポイントも

• 定時定路線でのサブスク(検討中)
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みんなで「やろうや」，
「やらないと」に



熊野町での共創プロジェクト
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熊野町での共創プロジェクト
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交通需要の計算方法から考える
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発生（住まいなど） 集中（行き先など）

分布
（出発地・目的地の組み合わせ）

分担
（利用交通手段）

配分
（利用経路）

移動原単位
（１人あたり外出回数）

概ね一定増やしたいのはココ！！

警戒してきた(取合い)

交通空白地?
住民からの要望

「まちの移動量(外出回数)を
増やす」が

交通も都市も道路も
共通の目標

（都市価値の向上）



まちづくり
って
何ぞ？
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まちづくりって何ぞ？
＝何のためにまちづくりの行為を

するか？
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•人の動きを活発化させるため
•地域経済の動きを活発化させるため



連携基盤のイメージ(個人が思う)
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定例の営業定例会議と、節目での全体戦略会議

連携の肝は、①データと、②悩みごと

あとは、机上の空論よりも、まずはやってみて検証（アジャイル）

上記に加えて、場（酒）があると進む＝対話

それを繰り返すと，共通の地域づくりのヴィジョンが見えてくる



連携基盤づくり
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• 良質なデータ連携基盤の３要素

集約された
データ

人的・組織的
連携基盤

信頼

× ×

連携基盤

※「データ」システムから入ると失敗する可能性大（過去の教訓から）

フルデジタルである
必要はない

保有するデータの
解釈力

機密度の高い情報を
提供するに値するか？

• 複数のデータ連携は，異なるプレーヤーを結びつけて
混ぜることで，地方でもイノベーションが起こる

• 地域には「交通」がある。交通を軸とした
• データ＋場＋ビジネスの可能性＋相互の応援関係，
そして，それを混ぜることが共創の大きなカギ！



いくつかの連携プラットフォーム

• ひろしまモビリティ&ビジネス研究会
• 交通に少しでも関係する若手中心のイノベーティブ勉強会

47Kanda-Lab, National Institute of Technology, Kure College



地域交通の本質的議論

• 地域交通がどう社会に貢献するかを議論
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地域交通の本質的議論

• 地域交通がどう社会に貢献するかを議論
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確認しておくべき資料
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確認しておくべき資料
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確認しておくべき資料
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確認しておくべき資料
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確認しておくべき資料
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確認しておくべき資料
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確認しておくべき資料
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終わりに

• 今まで，きちんとしたマネジメントをしたとは言い難く，
人を動かす発想になかった．

• 公共交通がまちづくりにつながる可能性を感じなかった？

• であれば，普通どおりにマネジメントをすれば
自ずと結果はついてくる．

• 行政だから民間のクリエイティブさがないのではない．ク
リエイティブさは議論すると備わる

• MaaSもMMも「技法」ではない．

• 交通を通じた議論が，まちをどうするか，という議論・ア
イデアに繋がる．

• 地域交通という武器を持っているという認識を！

57Kanda-Lab, National College of Technology


